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山武農業事務所 普及だより

山武の
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近
年
、
山
武
管
内
の
山
間
地
域

で
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
や
目
撃
情
報
が
急
増
し
て
お

り
、
日
常
生
活
や
農
産
物
生
産
に

対
す
る
住
民
の
危
機
感
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

山
武
市
中
津
田
集
落
で
は
、
周

辺
地
域
ま
で
水
稲
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
等
に
被
害
が
発
生
し
て
い
る
状

況
か
ら
、
さ
ら
な
る
被
害
の
拡
大

は
時
間
の
問
題
と
捉
え
、
対
策
に

乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
獣
害
対
策
の
先
進

地
で
あ
る
市
原
市
の
視
察
や
、
平

成
29
年
に
ワ
ナ
免
許
取
得
（
４

名
）
等
を
通
し
て
、
集
落
全
体
の

獣
害
対
策
へ
の
意
識
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
箱
ワ
ナ
や
く
く
り
ワ

ナ
の
設
置
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
県
の
﹁
獣

害
と
戦
う
農
村
集
落
づ
く
り
事

業
﹂
に
採
択
さ
れ
、
イ
ノ
シ
シ
の

行
動
を
自
動
撮
影
す
る
セ
ン
サ
ー

カ
メ
ラ
を
導
入
し
、
出
没
を
監
視

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
地
域
住
民
が
一
体
と

な
り
、
さ
ら
に
効
果
的
な
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

イノシシから農作物を守れ！
～住民の意識向上から対策へ～

捕
獲
頭
数（
頭
）

箱ワナ設置の様子イノシシ対策視察研修会

捕獲されたイノシシ 山武管内のイノシシ捕獲頭数の変化
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横
芝
光
町
の
（
株
）
ア
グ
リ
ス

リ
ー
で
は
、
昨
年
２
月
に
水
稲
部
門

で
﹁
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
﹂
を
取
得
し

ま
し
た
。
認
証
申
請
か
ら
現
在
ま
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
代
表
取
締

役
實じ

つ

川か
わ

勝か
つ

之ゆ
き

さ
ん
に
、
お
聞
き
し

ま
し
た
。

▽
認
証
ま
で
の
課
題
は
？

　

帳
簿
等
に
つ
い
て
は
、
概
ね
整
備

し
て
い
た
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
大
変
で

は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
燃
料
タ
ン

ク
に
防
油
堤
が
必
要
な
こ
と
が
分
か

り
、
費
用
を
か
け
て
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
申
請
を
通
じ
て
、
消
防
法

等
、
様
々
な
法
規
制
を
農
家
が
熟
知

す
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

建
設
業
な
ど
関
連
業
界
へ
も
法
令
を

周
知
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

▽
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
ん
だ
効
果

は
？

　

社
内
の
情
報
共
有
が
進
み
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
た

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
当
社
で
は
、

数
百
筆
の
水
田
を
耕
作
し
て
い
ま
す

が
、
新
入
社
員
で
も
水
田
の
場
所
が

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

整
理
整
頓
に
よ
り
、
仕
事
が
滞
る
こ

と
が
な
く
な
り
、
社
員
の
た
め
に
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

取
引
先
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｇ

Ａ
Ｐ
は
、
自
分
た
ち
の
メ
リ
ッ
ト
に

な
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

※
農
業
事
務
所
で
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す

る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。
関
心

の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

取
得
者
の
紹
介

　

山
武
市
の
ソ
ム
リ
エ
フ
ァ
ー
ム
の

渡わ
た

邉な
べ

陽よ
う

子こ

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

陽
子
さ
ん
は
、
調
理
師
専
門
学
校

を
卒
業
後
、
都
内
レ
ス
ト
ラ
ン
を
経

て
フ
ラ
ン
ス
に
て
４
年
間
修
行
。
平

成
29
年
１
月
に
帰
国
し
、
両
親
と
兄

が
営
む
ソ
ム
リ
エ
フ
ァ
ー
ム
に
加
わ

り
ま
し
た
。

　

ソ
ム
リ
エ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
年

間
60
種
類
以
上
の
野
菜
を
栽
培
し
、

様
々
な
野
菜
の
収
穫
体
験
や
自
家
野

菜
を
使
用
し
た
ピ
ザ
作
り
な
ど
食
育

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。　

　

陽
子
さ
ん
の
就
農
に
よ
り
、
ソ
ム

リ
エ
フ
ァ
ー
ム
の
レ
ス
ト
ラ
ン
部
門

﹁T
a cachette

﹂（
タ
・
カ
シ
ェ
ッ

ト
：
フ
ラ
ン
ス
語
で
＂
あ
な
た
の
隠

れ
家
＂）
を
平
成
30
年
４
月
に
新
規

オ
ー
プ
ン
。
地
域
の
採
れ
た
て
新
鮮

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
、
日

本
に
い
な
が
ら
海
外
旅
行
気
分
が
味

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

新
規
オ
ー
プ
ン
！

わ
え
る
ト
リ
ッ
プ
ラ
ン
チ
や
、
野
菜

が
主
役
の
お
い
し
い
料
理
が
週
替
わ

り
で
楽
し
め
ま
す
。

　

ま
た
、
今
ま
で
規
格
外
で
廃
棄
し

て
い
た
野
菜
を
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
乾

燥
野
菜
に
加
工
す
る
な
ど
、
六
次
産

業
化
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
も
積
極
的
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
し
い
取
組
に
積
極
的
に
挑
戦
す

る
陽
子
さ
ん
、
ソ
ム
リ
エ
フ
ァ
ー
ム

の
今
後
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。レストラン部門「タ・カシェット」の陽子さん

燃料タンクの防油堤

整理された農薬保管庫
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▽
寒
さ
に
は
弱
い

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン

ゴ
ガ
イ
）
は
南
米
原
産
の
貝
で
、
冬

の
寒
さ
に
よ
り
、
水
田
で
は
９
割
以

上
が
死
滅
し
ま
す
。
一
方
、
排
水
路

で
は
７
割
程
度
し
か
死
滅
し
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
水
温
が
高
い
場
合
は
大
半

が
越
冬
で
き
ま
す
。

　

明
渠
や
暗
渠
に
よ
り
田
面
を
乾
か

し
、
寒
さ
に
さ
ら
す
こ
と
で
、
越
冬

す
る
貝
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
で
破
砕

　

水
田
内
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
は
、

地
表
か
ら
６
㎝
以
内
の
土
中
で
越
冬

し
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
に
よ
り
、

大
き
さ
が
２
㎝
以
上
の
貝
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
壌
が
固
い
ほ

ど
貝
殻
を
逃
が
さ
ず
に
砕
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
、
や
は
り
田
面
を
乾
か

す
こ
と
が
重
要
で
す
。
回
転
数
を
上

げ
、
作
業
速
度
を
遅
く
す
る
と
効
果

が
高
ま
り
ま
す
。

　

千
葉
県
は
、
国
産
落
花
生
の
約
８

割
を
生
産
す
る
日
本
一
の
産
地
で

す
。
こ
の
た
び
、
幅
広
い
世
代
に
落

花
生
を
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

新
品
種
を
開
発
し
ま
し
た
（
品
種
名

﹁
千
葉
Ｐ
１
１
４
号
﹂）。
公
募
の
結

果
、
愛
称
は
﹁
Ｑ
（
キ
ュ
ー
）
な
っ

つ
﹂に
決
定
し
ま
し
た
。﹁
Ｑ
な
っ
つ
﹂

は
、
平
成
30
年
10
月
中
旬
か
ら
販
売

し
て
い
ま
す
。県
で
は
、﹁
Ｑ
な
っ
つ
﹂

の
デ
ビ
ュ
ー
を
き
っ
か
け
に
、
多
く

の
方
々
に
県
産
落
花
生
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

▽
﹁
Ｑ
な
っ
つ
﹂
の
特
徴
は
？

◦
は
っ
き
り
し
た
甘
み

◦
あ
っ
さ
り
し
た
食
べ
や
す
い
味

◦
気
品
が
あ
る
白
い
莢

◦
煎
り
莢
に
向
く

◦
収
量
が
多
い

▽
愛
称
﹁
Ｑ
な
っ
つ
﹂
と
は
？

　

こ
れ
ま
で
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
超
え

る
味
＝
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
並
び
順

で
、﹃
Ｐ
﹄
の
次
が
﹃
Ｑ
﹄
で
﹁﹃
Ｑ
﹄

な
っ
つ
﹂
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。

　

管
内
で
の
販
売
店
は
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
採
種
ほ
で
生
産
し

た
種
子
は
自
家
増
殖
用
と
し
て
、
毎

年
秋
頃
に
各
農
協
、
落
花
生
商
工
協

同
組
合
加
入
業
者
を
通
し
て
購
入
の

予
約
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
通
水
前
に
ネ
ッ
ト
を
設
置

　

用
水
路
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
水
源

池
等
で
越
冬
し
た
貝
は
、
用
水
と
と

も
に
水
田
に
浸
入
し
ま
す
。
通
水
前

か
ら
、
水
口
に
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
て

侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
ゴ
ミ
等
が

溜
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ネ
ッ
ト

は
大
き
め
に
し
、
交
換
用
の
ネ
ッ
ト

を
用
意
す
る
な
ど
し
て
、
続
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

▽
田
面
の
均
平
化
と
浅
水
管
理

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
水
稲
被
害
は
、

水
田
内
で
の
深
水
部
分
で
大
き
い
た

め
、
浅
水
管
理
に
よ
り
抑
止
で
き
ま

す
。
昨
年
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
箇

所
の
均
平
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

落
花
生
「
Ｑ
な
っ
つ
」

デ
ビ
ュ
ー
！

冬
期
か
ら
植
付
前
の

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

用水ますのネット設置例

「Ｑなっつ」リーフレット（県ＨＰより）
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飼
料
用
米
等
の
推
進
・
農
地

中
間
管
理
事
業
の
お
知
ら
せ

平
成
31
年
度

「
農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
事
務
所
で
は
、
新
し
く
農
業

を
始
め
た
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
農
業

経
営
に
必
要
な
基
礎
的
・
専
門
的
な

知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
る
こ
と
と
、

同
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

目
的
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象

新
規
に
就
農
し
た
概
ね
45
歳
ま
で

の
農
業
者

▽
内
容

農
業
の
知
識
・
技
術
に
関
す
る
講

義
及
び
現
地
視
察
等

▽
開
催
場
所

山
武
農
業
事
務
所
及
び
山
武
管
内

ま
た
は
管
外
の
農
業
先
進
地
等

▽
研
修
期
間

平
成
31
年
５
月
か
ら
３
年
間
、
年

７
回
程
度

▽
参
加
費

原
則
と
し
て
無
料

▽
申
込
み
先

山
武
農
業
事
務
所　

改
良
普
及
課

℡
０
４
７
５
（
５
４
）
０
２
２
６

平
成
30
年
度
認
証

指
導
農
業
士
・
農
業
士
紹
介

　

本
年
度
、
新
た
に
指
導
農
業
士
、

農
業
士
に
認
証
さ
れ
た
方
々
を
御
紹

介
し
ま
す
。
今
後
益
々
の
御
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

▽
農
業
士

▽
指
導
農
業
士

川
島
　
弘
樹 

氏

小
山
　
和
典 

氏

石
橋
　
芳
明 

氏

片
岡
　
健
一 

氏

鈴
木
　
浩
章 

氏

◦
横
芝
光
町

◦
露
地
野
菜

　
（
ネ
ギ
他
）

　

+

水
稲

◦
山
武
市

◦
施
設
野
菜

　
（
イ
チ
ゴ
、

　

メ
ロ
ン
）

◦
山
武
市

◦
施
設
野
菜

　
（
イ
チ
ゴ
）

◦
大
網
白
里

　

市
◦
施
設
野
菜

　
（
キ
ュ
ウ

リ
、
ア
ス

◦
山
武
市

◦
水
稲

　

ネ
ギ
栽
培
技
術
を
磨
く
地
域
の
模

範
で
す
。

観
光
い
ち
ご
園
と
メ
ロ
ン
の
直
売
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

観
光
い
ち
ご
経
営
で
精
力
的
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

パ
ラ
ガ
ス
）
＋
露
地
野
菜
＋
水
稲

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
経
営
を
独
力
で
確
立

し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
含
む
大
型
機
械
を
駆

使
し
た
水
稲
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

▽
飼
料
用
米
等
に
取
組
み
ま
し
ょ
う

　

米
の
生
産
量
が
需
要
を
上
回
り
、

生
産
過
剰
に
な
る
と
、
米
価
下
落
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
米
価
の
安
定
に
は
、

31
年
産
も
引
続
き
、
米
の
生
産
調
整

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
・
県
・
市
町
の
助

成
が
あ
り
、
米
価
の
影
響
を
受
け
ず
、

安
定
し
た
収
入
を
見
込
む
こ
と
が
で

き
る
飼
料
用
米
・
加
工
用
米
の
取
組

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
農
地
中
間
管
理
事
業

―
農
地
の
保
全
に
お
困
り
の
方
は

御
相
談
く
だ
さ
い
―

　

農
業
か
ら
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い

る
方
、
相
続
し
た
農
地
の
管
理
に

困
っ
て
い
る
方
、
水
田
を
や
め
て
畑

に
専
念
し
た
い
方
な
ど
、
貸
し
た
い

農
地
が
あ
る
方
は
、
公
益
社
団
法
人

千
葉
県
園
芸
協
会
又
は
市
町
等
に
御

相
談
く
だ
さ
い
。

（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会

℡
０
７
０
（
３
１
３
９
）
８
３
４
１

℡
０
８
０
（
４
３
５
６
）
４
９
７
２


